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　昨年 11月 19日 20日と開催されました広島大会は皆様のおかげを持ちまして無事に修了することができました。参加及

び協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。大会委員長として何とかやり終えたという安堵感でほっとし

ています。

　広島での日本漢方交流会全国大会は５度行われています。私は第 10回 2度目の全国大会から参加しました。場所は中国

新聞社を借り鉄村先生が中心となって進行させました。まだ設備などが充実していない時分でしたので模造紙に筆やボール

ペンで案内を書き、大会の様子を簡易新聞にして即興で配りました。第 20回 3度目の広島大会は漢方会全盛の時期でもあ

り宮島の安芸グランドホテルで開催しました。約 450 人の会員の方々に参加していただき会員発表も白熱して漢方会の将

来が論じられた大会だったと思い出します。第 30回４度目も多くの会員が参加されて広島平和公園内の国際会議場を開催

場所としました。

そして今回、第 38回５度目の広島大会！時世の影響からか会員も減少し各研究会もなんとなく勢いに乏しく感じられるな

かでの広島大会でした。

　大会を進める中で以下のことが実現できればと思っておりました。先ず 1人でも多く参加してもらうこと、会員発表は各

研究会から一人出ていただくこと、聴講して満足できる講師を選ぶこと、参加者が意見を言う時間があること、会場は金銭

第 38回日本漢方交流会全国学術総会･広島大会↑

第 38回日本漢方交流会全国学術総会広島大会について
広島漢方研究会　吉　本　　　悟
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のかからない大学施設を

利用するということでし

たが広大医学部施設と広

島県薬事衛生会館を借り

ることができたことも幸

いでした。悔やまれるこ

とは個人会員からの発表

がなかったこと、漢方行

政関係の知識も取り入れ

たかったのですが時間配

分のうえから無理でした。

さらに宿泊との兼ね合い

など全国大会を運営する

ことは大変です。しかし

準備活動をする中で役に

立つことも出てきます。

　今後全国大会を運営される先生方の手腕を楽しみにしておりますので何卒宜しくお願いいたします。

日本漢方交流会学術総会に初めて参加して
　熊本漢方研究会　　松　鳥　　圭　子

　熊本漢方研究会に入会してはや 10 年、自慢にもなりませ

んが ､その間一度も日本漢方交流会学術大会に出席したこと

がなかったのです。今回も都合により 11月 20日の一日のみ

の参加となりました。

　何故一日でも参加することにしたかというと、我が熊漢の

先生方が学術発表と司会をされることになったからです。も

ちろん大会テーマの「心と身体と漢方」にも興味があった事

もあります。

　漢方に興味を持ったのも、西洋医学には限界があると感じ

たからでした。心の部分で漢方が効果的だった報告など大変

興味深く拝聴させて頂きました。また ､福山大学薬学部に漢

方教育に熱心な先生がいらっしゃるとは聞いていましたが、

その岡村先生の講演を聞けるとは思ってなかったので幸運で
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11 月 19 日･広島ワシントンホテルプラザ懇親会場にて↑

11月 20 日、午後のシンポジウムの様子
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した。現代医療の中での漢方の発展、普及のために大学での漢方教育等の重要性を熱く語られた事も良い刺激となりました。

中井先生の震災直後の体験や漢方薬局での患者様との対話のお話も感動しました。その対話でまず共感し、受容して、相手

の真実を見るようにすることは即実践しようと思いました。

　常に現状に満足することなく、向上心を持って研究発表される先生方の姿勢に触れ、初心に帰って身を正す思いです。たっ

た一日の広島初滞在でしたが、とても有意義な滞在となったことに感謝したいと思います。

　次回広島開催時は観光とお好み焼きの試食もしたいと欲がでてきました。

全 国 大 会 と 私
東海漢方協議会　　蓑　輪　　暁　美

　

　私は今年も日本漢方交流会全国学術交流会に参加した。故大西和子先生のもとで漢方を学び始めて

から、ほぼ毎年参加している。大西薬局では、毎年従業員の慰安旅行と兼ねて全国大会に参加していた。

各地の観光地をめぐったり、郷土料理を味わったりしたことも今では懐かしい思い出となっている。

　漢方を学び始めた頃、大会で各先生方が流派をこえて熱く議論をたたかわせている光景を、とても

まぶしく感じたのを覚えている。回を重ねるごとに、毎年のテーマに沿った各研究会の先生方の発表

を興味深く聞くことができるようになり、懇親会ではふだん耳にすることのないような貴重なお話を

聞いたり、大会を通じて心の通じ合える生涯の友を得ることも出来た。

　今ではこの全国大会に参加することが、一年を振り返る大事な節目となっている。

　今年の大会では “心と身体と漢方” というテーマで、漢方、鍼灸、西洋医学の臨床家、大学教育、生薬学など各分野から

の興味深い発表があった。現代医療ではカバーしきれない心や身体のケアについて、病む人を一人の人間として受け入れ、

どうしてこのような病氣になったのか、これからバランスのひずみをいかにして戻していくかを共に考え、共に歩いていく

ことが大切だという点で一致していた。

　また懇親会では、郷土の神楽団の舞いやマジック、カラオケなどが登場し、私は太極拳を表演した。

　広島漢方研究会の方々の温かいおもてなしと、最初から最後まで充実した内容の大会に参加することができ、たくさんの

元氣をいただいた。　この一年も、自分なりに日々漢方を深めていこうと心の決めて帰路についた。
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日本漢方交流会 　学術部主催     第４回　慢性、難病フォーラム
　これからの日本の高齢化社会を鑑み、テーマは高齢化社会に於ける漢方治療の第２弾『痛みの緩和』です。これより数年は、

高齢者に生じる様々な愁訴をテーマに選び、話題提供して頂く先生と演者、助言者、フロアーの諸先生と共に、薬局で直ち

に役立つ方技を学んで参りたいと企画を致しました。是非、交流会会員の先生は勿論、会員以外でも漢方薬学医学に御興味
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のある方、又今回のテーマに関心のある方にお声掛けして頂きまして、多数の参加をお待ち申し上げます。

　尚御発表頂けます先生が揃いましたら、改めて詳しい募集案内をお手元にお届けさせて頂きます。

日　時　　　平成１８年５月２８日（日）
　　　　　　10時 30 分～ 16 時 30 分
場　所　　　チサンホテル新大阪（Tel　06-6302-5571）
テーマ　　　高齢化社会に於ける漢方治療『痛みの緩和』
　　　

助言者　　　中 井　康 雄  先生（日本漢方交流会終身師範） 　　    　　　　　　
　　　　　　西 脇　平 士  先生（日本漢方交流会終身師範）

　　　　　　広 中　隆 志  先生（東洋医学会専門医、指導医）

講　師　　　丁　   宗   鐵  先生（日本薬科大学薬学部教授）  　　　　　　　　
　　　　　　河 合　　 斉  先生 （日本漢方交流会終身師範）　　        

　　　　　　吉 本　    悟  先生（日本漢方交流会理事）
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●日本漢方交流会ホームページに会員専用の
ページを作成しております。パスワードは
kaiin でお入りください。
　　とりあえず理事会の報告などをこのページ
でさせていただきます。

平成 18年 1月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ

4 期新理事紹介

　新しい日本漢方交流会理事です。２年間よ

ろしくお願いいたします。

問い合わせ先
　　　　　　〒 615-0863 　京都市右京区西京極堤町 43

             　　　　　　　　     西京極薬局　須藤朝代　Fax　075-314-7417　　　

　　　　　　　　　　　　　慢性、難病フォーラム組織委員会　

スケジュール
　　　　　　10:00　　　　　     受付開始

　　　　　　10:30 ～ 11:10　　基調講演　丁　宗鐵先生

　　　　　　11:10 ～ 11:50　　基調講演　河合　斉先生

　　　　　　11:50 ～ 12:30　　基調講演　吉本　悟先生

　　　　　　12:30 ～ 13:30　　昼食

　　　　　　13:30 ～ 15:00　　話題提供　３名

　　　　　　15:00 ～ 15:15　　休憩

　　　　　　15:15 ～ 16:15　　話題提供　２名

　　　　　　16:30 ～ 18:30　　懇親会

　

参加費　￥3,000（会員）　￥4,000（会員外）　￥2,000（学生）


